










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市Ij J という実践的なテーマを切り I~{~ くように忠
うのです。小中一貫，中高一貫，高大接続まで
多様な一貫教育の形がありますが，それは何に
向けた一設なのかというと，ひとの才能を開花
させるための一貫教育なのだという柱が必要で
す。これこそ生涯学習につなげていくためにカ
リキュラムを簡素化する時の原理-原則として
大事にしたいと考えます。
ところがいま日本の教育界では生涯学習とい
う理念が忘れ去られています。 昨年1月に 1=こ1教
審への諮問がありました。読んでみると生涯学
習というキイワードが一つも出てこなし、。 海タト
では「生涯学習者を育てるJという目標に最重
点:イヒしているというのに。インターナショナ
ル・バカロレア(IB) の日本版が注目されてい
ますが， IBの第一目標は「有能な生涯学習者に
なろうJという理念を掲げ生徒に日常的に校内
で掲示して強調している。吐界の教育改革の流
れを振り返れば、， 70年代初め頃から生涯学習者
を育てるために学校教育では何が必要かという
問題が一貫して議論されてきました。日本では
教育基本法を改訂するに当たって「生涯学習社
会をめざすjという自擦に掲げ、たにもかかわら
ず，文科省ですらそのことを忘れているように
感じられる点に危機感を覚えます。
さて，残り時間が10分ほどになりました。本
日の講演でお伝えしたかった点を整理して簡潔
に申しますと， 1-求めよ，さらば閃かれんJとい
うことです。教育を研究する仲間たちのネット
ワークづくりでは特にそうだと思います。 Iヨ本
に留まらず世界中に求めれば似たような問題意
識を持っている人が必ずいます。そういう人た
ちとネットワークを作っていったらよいと思い
ます。そしてサブテーマを持つこと。「芸は身を
タスク (task)Jと駄認可落のような表現で恐縮で
すが， ここで言いたいことは，一一つのメインテ
ーマだけに閉じこもらず こんなこともやれる
よ，あれにも関心持っているよという余絡や遊
びのタスクを持つ方がよいということ。器用貧
乏人では図るのですが，そうならない程度に，
多禄なことに関心を持-ってチャレンジしてみる。
それが研究する者の 1記を広げるのではないかと
いうことです。
最後に「頼まれたら(基本的に) I1Yrらないj
ことです。これは程!支I¥J)起ですが，私は何かを
頼まれたらそれは1'1jに与えられたフィールドだ
と考えることにしました。だから審議会や{詰f究
大会等の場もフィールドワークとみなせば，こ
こには多様な考えの方がし、らっしゃるのだなと
か，こういうふうにうまく切り返して答えるの
だなとか，相互作用の場而に参加しながら観察
する研究のよし百機会となります。(E!ベ市1U台が当
事者となるわけです)。困難な現場に入るコツ
も，ひょっとすれば 頼まれたら値力!i')iらなし 1
ということではないかと思し 1ます。カリキュラ
ムの場合，多様な視点が研究の切り口になりま
す口校務分掌である係の仕事もカリキュラムと
関係してくる。
私が筑波大学に着任した当初に人li:庁学類の教
育課程専門委員を務めました。一一緒に委員を務
めた先生から「僕はカリキュラムのことは分か
らんから田中さんに全部任せたjと丸投げされ
ました。当時，人11:¥学類で、は新i日のカリキュラ
ムが入り組んで複雑で，そのこともよく分から
ない私がゼロから埋f砕するわけです。そこで何
から始めるかと考えて，在、は教育課程表の埋解
よりも，まず学生さんに「君はどんな授業を受
けてきたの?いまのi時間割も書いて見せてくれ
る?Jと頼んで彼らの時間割の方からJJl解しよ
うとしました。このカリキュラム理解のアプロ
ーチは実は研究j去ともつながっている。だから
教務の仕事を「雑務だから嫌だ，嫌だjと忠う
のでなく，お仕事が実はTi3f究につながり，それ
がやがていつか趣味にもつながっていく分野で
もあるなとポシティブに， 1-笑ってお仕事」とい
-109-
う考えに転換しました。この経験は学会で発表
しましたし，そういう中で、卒業生調査法を用い
たカリキュラム評価の方法を開発したわけで、す。
最初は思いつきでやったのですが，駒場の同窓
会の協力を得て本格的に実施してみて，とても
興味深い結果が得られましたので，学会で共同
発表して，駒場の先生と院生とで論文に仕上げ
ました。仕事も研究も工夫次第で一石二鳥も三
鳥も採れるのですD
最後のまとめです。共同研究・侶人研究・実
践研究を三位一体型で捉えようということが私
の提案です。今週の土曜!ヨに筑波大学教育学会
がI~司かれますが， この学会の目的は， r刑属学校
と共同1i)F~:E を進めようということにあります。
附属学校をフィールドに活用して共同研究に挑
戦してみてほしし」間属は特殊だから対象にな
らないという先生もおられますが，中に入って
いろいろと試みてからそう結論づけるのであれ
ば仕方がないですが，まずiヤに入ってよく観察
して勤しEてみてほしいですね。
それから10年周期説で言いますと， 10年後の
自分の姿を具体的にしかもポジテイブに描こう
じゃないかと。夢というほど大きいものでなく
てもよいです。ノトさなステップを10年後の自分
に向けて，たとえば外国留学に行けたらいいな
ではなくて，そのために英語力を磨いておくと
いう段取り力，私もイギリスで苦労しました。
英語をもっと本格的にやっておけばよかったな
と後海する時がきます。 10年後の自分を大きく
描いてやってみてほしい。最後の最後の写真は
故*RI~の桜島です。1，117メートルで，筑波山より
240メートル高いだけですけれども，火口は500
メートル直径があります。この山を眺め10年後
はこの風景を見ながら温泉につかることを描い
ています。
フィールドを大事にした研究を皆さんに託し
たいということ，それから遊びも大事だよと。
カリキュラムでは特別活動と言います。特別活
動のもつ教育力は大きいです。道徳、が教科に格
上げという表現を聞くと私は教科になることが
なぜ、格上げになるのかよく分からない。教科外
活動であるがゆえの「よさjがある。研究を志
す人も「遊び」と言える様な余地を残しておく
方がよい。人間科学としての教育学とここでは
書いていますが，私自身は「社会科学としての
教育学の可能性jを提唱したい。科研の分類で
は教育学は社会科学の分野です。人文科学では
ありません。社会学，政治学，経済学，市場調
査，ビジネス科学とかそういった分野ともコラ
ボして教育研究のl協を広げて，実用の学として
の教育研究の構築を目指してはどうかと考えま
す。以上，雑駁でありましたけれども，ご清!誌
をいただき誠にありがとうございました。長年
にわたり大変お世話になりました。さようなら。
